
 

（様式１－３） 

大槌町復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和３年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 130 事業名 浪板海岸砂浜再生事業 

 

事業番号 ◆D-23-12-1 

交付団体 岩手県 事業実施主体（直接/間接） 岩手県（直接） 

総交付対象事業費 1,116,592（千円） 全体事業費 1,116,592（千円） 

事業概要 

１ 事業内容 

浪板海岸は、三陸海岸有数の海水浴場、サーフィンの場など観光名所となっており、夏には町外

から多くの観光客でにぎわい、地域へ大きな経済効果をもたらすなど、震災前の大槌町の観光の中

心地として重要な存在であったが、地震による地盤沈下と津波により、砂浜が消失した。 
震災から９年９ヶ月が経過したが、消失した砂浜は未だ回復しておらず、自然回復は見受けられ

ない状況である。 
県は、平成 29 年３月から平成 30 年８月にかけて浪板海岸に係る「砂浜復元可能性調査事業（浪

板地区）」及び「砂浜再生長期安定性検討事業(浪板地区)」を実施した結果、「養浜砂が定着するこ

とが可能」との結論が得られたことから、平成 30 年 10 月より「砂浜再生工事設計等事業（浪板地

区）」を行い、学識経験者の助言を受けながら、養浜による砂浜再生工事の設計等を実施していたも

のである。 

本事業は、この消失した砂浜約 800ｍのうち、主に海水浴場として利用されていた区間を中心とし

て、令和元年度に工事着手し、水質調査等も含めて令和３年度までに砂浜を再生することにより、

観光交流・にぎわいの場を再形成するものである。 

なお、事業実施にあたっては、養浜断面の下層部に石材を用いるなど、コスト縮減に努めている。 

 

２ 岩手県東日本大震災復興計画及び大槌町復興まちづくり基本計画の位置づけ 

 ・ 岩手県東日本大震災津波復興計画 復興基本計画 

「第４章 復興に向けた具体的な取組 ２ 主な取組内容 「なりわい」の再生 Ⅲ 観光」にお

いて、「観光資源の再生と新たな魅力の創造」を掲げ、交流人口の増大を目指すこととしている。 

 ・ 大槌町東日本大震災津波復興計画 基本計画 
「第４章 地域別の復興まちづくりの方向性 ２地域別の方向性 ８浪板地域」において、当

地域の重要な観光資源である砂浜を再生することとしている。 
 

３ 現状 

学識経験者及び行政委員から構成される「浪板海岸砂浜再生技術検討委員会」において砂浜再生

の可能性を調査・検討するとともに、長期安定性検討調査を実施した結果、「養浜砂が定着すること

が可能」との結論が得られたことから、平成 30年 10 月に実施設計に着手し、平成 31年３月に完了

した。 

平成 31 年４月から工事契約事務手続きを行ない、令和元年７月３日に県議会議決を経て本契約、

同年７月４日に工事着手している。 

施工に際し、令和２年８月末の低気圧による高波を受け汚濁防止フェンスが破損したこと、近年

の水産物水揚げ量の低迷を受けた地元漁業者からの強い要望により、アワビ・ナマコ漁期である令

和２年 11月から令和３年１月までの養浜工事の一時休止が必要となったことから、事業完了を令和

３年６月に延伸することとしたい。 

なお、一時休止期間中は冬期風浪による高波からの破損を防ぐため、汚濁防止フェンスについて、

撤去することとしている。 

 

 



 

当面の事業概要 

＜令和元年度～令和３年度＞  
      養浜工：L=360ｍ、砂止工：L=140ｍ 
      水質モニタリング等 1式              1,116,592 千円 
 

東日本大震災の被害との関係 

浪板海岸の砂浜は、地震による地盤沈下と津波により消失した。震災後９年９ヶ月が経過したが、

砂浜は回復しておらず、自然回復は見受けられない状況である。このことから本事業により、砂浜の

再生に向けた対策工（養浜）を実施するものである。 

 

関連する災害復旧事業の概要 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号 D-23-12 

事業名 防災集団移転促進事業 （浪板地区） 

交付団体 大槌町 

基幹事業との関連性 

大槌町浪板地区において、防災集団移転促進事業等による復興まちづくりが進められ、平成 27年

には宅地造成が完了し、住宅再建について一定の目途が立ったところである。 

このことから、被災者の生活再建後を見据えた、活力ある地域づくりを推進していく必要がある。 

当該地区は、被災前には海水浴場等が整備され、多くの観光客が集うとともに、地域住民にとっ

て憩いの場であったことから、これらの施設の再整備は、誘客の回復や地域住民のコミュニティ強

化など、防災集団移転促進事業により形成された高台団地を含む地域の賑わい・なりわいの再生に

資するものである。 

※平成 12 年～22 年 年間平均入込数 浪板海岸：約 10.4 万人 大槌町内全体：約 18.7 万人 

 

 


